
＜乳幼児の親を対象とした短時間でできる教材＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：０～２歳児の親　，参加人数：３～４人，目安時間：15分程度

【ねらい】乳幼児期の子育てに関するテーマについて話し合うことで，親同士が結びつくきっかけをつくるとともに子育てを振り返る機会とする。
【準備物】サイコロ又はカード，テーマ一覧，三つの約束カード
☆事前に主催者に趣旨を全体説明してもらっておくと導入をスムーズに行うことができる（可能であれば）
	時　間
	内　容
	留　　意　　点
	備　考

	:
	参加の呼びかけ
	○近くにいる人に声をかけ３～４人集める。
○親同士のつながりづくりのため，15分程度子育てについて，意見交流をする場であることを伝える。
	※対象は母親に限らないことを意識する。

	：
（１分）
	趣旨の説明（親プロ）
	○「ねらい」を説明し，子育てに正解はなく気軽に話し合う場であることを伝える。
	

	：
（１分）
	三つの約束


	○三つの約束（簡単な言葉で表現したもの）とパス有り（言いたくないことは話さなくても良い）について確認する。
○場に提示し，いつでも見られるようにしておく。
	※「三つの約束カード」の提示

	：
（２分）
	自己紹介（アイスブレイク）
　①自分の名前

　②子供の名前・月齢
　③趣味（マイブーム）等
	○初対面の人でも，自由に意見を出せるようにするためのウォーミングアップとする。
○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

〇③については，参加者の様子を見て変更してもよい。
	

	：
（２分）

	テーマを決める
※ファシリテーターが参加者の様子を見て，使用するカテゴリー（親編・親の生活編・子供の生活編）や道具を決める。
	≪サイコロの場合≫
参加者同士がじゃんけんして勝った人がサイコロを振って出た目のテーマについて話し合う。

≪カードの場合≫

６枚セットのカードを参加者１人ずつに配り，話し合いたいテーマについて１枚選んでファシリテーターに渡す。選ばれたカードの多いものを話し合うテーマとする。選ばれたカードが全て異なる又は同数の場合は，シャッフルして参加者かファシリテーターが１枚選びテーマを決める。 
	※サイコロは偶発性により，普段気づかない視点について振り返る。

※カードは参加者の意向を反映し，ニーズを知る。

	：
（７分）
	話し合う

	○テーマに沿った悩みやエピソードについて話し合うことを伝える。

〇話し合う過程でテーマから逸れてもよい。また，早く話し合いが終了してしまったら，２つ目のテーマを選んでもよい。
	※参加者が負担に感じないように配慮する。
※各テーマの質問事例（別紙）参照

	：
（２分）
	＜感想＞

	○話し合って気づいたこと（知ったこと）や安心したこと等を振り返ってもらう。
〇テーマに関する情報（市町の取組等）があれば提供する（口頭でもよい）。
	※次回参加の呼びかけや「親プロ」の案内等をする。

	〈メモ〉


ミニー１


２





想定される活用の場面　


ネウボラ・子育て支援センター・子育てサークル・ママカフェ等





みんなどうしてる？　　～親編・親の生活編・子供の生活編～
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